
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
文
選
訓
の
増
補
に
つ
い
て

目
　
次

序二
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓
（
熟

字
訓
）
の
検
出

l
「
図
古
史
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
に
つ
い
て
の
概
要

川
　
六
臣
注
文
選
応
永
～
永
享
点
と
の
比
較

脚
　
観
智
院
本
に
お
け
る
受
容
状
況

三
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓
（
動
画

字
訓
）
の
特
徴

四
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
以
外
に
お
け
る
文
選
訓
（
竺
字
訓
）
の
、
原

接
木
に
拠
る
訓
と
改
編
本
に
お
け
る
増
補
訓
と
の
弁
別

結
び
に
代
え
て
ー
残
さ
れ
た
諸
問
題

序

類
衆
名
義
抄
の
和
訓
に
関
す
る
研
究
は
、
戦
後
間
も
な
く
、
和
訓
の
一
々
に

出
典
名
の
明
示
さ
れ
た
原
撰
本
が
発
見
さ
れ
て
以
後
は
、
原
撰
本
を
中
心
に
盛

ん
に
行
わ
れ
、
原
撰
本
に
お
け
る
和
訓
の
性
格
の
解
明
に
お
い
て
多
大
な
成
果

が
あ
っ
〈
恕
し
か
し
、
今
後
更
に
解
明
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な

課
題
は
、
改
編
本
の
和
訓
の
性
格
と
類
衆
名
義
抄
改
編
の
国
語
史
上
の
意
義
と

山
　
本
　
秀
　
人

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
に
は
、
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ

れ
た
和
訓
が
如
何
な
る
出
典
に
拠
っ
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
必
要
性
は
従
来
か
ら
叫
ば
れ
て
い
な
が
ら
、
改
編
本
の
和
訓
は
数
が
尤
大

で
あ
る
う
え
出
典
名
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
為
に
、
殆
ど
手
を
着
け
ら
れ
な

い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

今
回
筆
者
は
、
こ
の
問
題
の
解
明
の
為
に
、
先
ず
、
改
編
本
の
一
本
で
あ
り

現
存
の
類
果
名
義
抄
唯
一
の
完
本
で
あ
る
観
智
院
本
と
、
原
撰
本
唯
一
の
伝
本

で
あ
る
図
書
寮
本
と
の
和
訓
の
比
較
を
熟
字
訓
に
つ
い
て
行
い
、
こ
れ
に
よ
っ

て
観
智
院
本
に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
熟
字
訓
を
検
出
し
た
。
更
に
、
こ
れ
ら

の
熟
字
訓
を
訓
点
資
料
を
始
め
と
す
る
種
々
の
文
献
と
比
較
し
、
そ
の
出
典
の

解
明
に
当
っ
た
。
そ
の
結
果
、
観
智
院
本
に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
熟
字
訓
の

二
十
∴
㍉
∴
－
∴
∵
∴
∴
「
㍉
㍉
㍉

見
出
さ
れ
る
幾
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

尚
、
図
書
寮
本
は
、
観
智
院
本
の
「
法
上
」
「
法
中
」
の
二
帖
に
対
応
す
る

一
帖
の
み
が
伝
わ
る
零
本
で
あ
る
の
で
、
両
本
の
比
較
は
、
こ
の
重
な
り
合
う

部
分
に
つ
い
て
の
み
行
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
観
智
院
本
で
増
加
し

て
い
る
和
訓
は
、
原
則
と
し
て
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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ま
た
、
今
回
検
討
対
象
を
熟
字
訓
に
限
定
し
た
の
は
、
単
字
訓
は
数
が
尤
大

で
あ
る
う
え
出
典
の
推
定
が
難
し
い
の
に
対
し
て
、
熟
字
訓
は
数
が
少
い
う
え

単
字
訓
よ
り
は
出
典
の
推
定
或
い
は
確
定
が
行
い
易
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
為

で
あ
る
。
即
ち
、
先
ず
熟
字
訓
よ
h
ソ
始
め
て
、
出
典
解
明
の
糸
口
を
掴
も
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
一
つ
注
意
を
要
す
る
事
と
し
て
、
改
編
本

は
、
原
接
木
と
は
異
な
り
単
字
掲
出
を
中
心
と
し
て
単
字
訓
を
極
力
多
く
網
羅

し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
そ
の
状
況
に
呼
応
し
て
、
増
加
し
て
い
る
熟

字
訓
も
単
字
訓
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
極
め
て
少
い
と
い
う
状
況
が
見
ら
短

つ
ま
り
、
熟
字
訓
の
検
討
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
が
、
そ
の
ま
ま
単
字
訓
に

も
当
族
る
も
の
か
否
か
は
即
断
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
を
一

往
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

一
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
文
選

訓
（
熟
字
訓
）
の
検
出

序
に
お
い
て
述
べ
た
検
討
に
よ
り
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
洛
中
」
に
お
い

ヽ

　

ヽ

て
、
図
書
寮
本
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
熟
字
訓
は
、
全
部

で
1
2
3
例
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
「
法
上
」
「
法
中
」
以
外
の
帖
に

も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
が
1
4
例
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
1
4
例
に
つ
い
て
は
、

頁
に
「
増
補
」
さ
れ
た
訓
で
あ
る
か
否
か
を
認
定
す
る
為
に
は
更
に
別
の
観
点
か
ら

の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
検
討
の
一
端
は
、
後
に
文
選
訓
に
つ
い
て
行
う
。

こ
れ
ら
の
増
加
の
熟
字
訓
全
1
2
3
例
の
内
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
文
選
点
本
等
と

の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、
「
文
選
訓
と
考
え
ら
れ
る
も
の
或
い
は
そ
の
可
能
性

が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」
と
認
定
さ
れ
た
の
は
、
「
表
1
」
に
掲
げ
た
2
1

例
で
あ
る
（
用
例
中
の
声
点
は
印
刷
の
都
合
に
よ
h
ソ
省
略
す
る
）
。
そ
の

際
、
文
選
点
本
は
、
加
点
時
期
が
室
町
時
代
に
下
る
も
の
の
全
巻
が
揃
っ

て
い
る
事
と
藤
原
式
家
の
古
訓
を
伝
え
て
い
る
事
と
に
注
目
し
て
、
書
陵

．
∵
　
㍉
∵
∵
一
∴
∵
二
∴
〕

更
に
猿
投
神
社
蔵
文
選
巻
一
弘
安
五
年
写
本
、
同
蔵
文
選
巻
一
正
安
四
年
校
本
、

癖
政
初
期
の
加
点
と
見
ら
れ
る
書
陵
部
蔵
文
選
巻
二
（
「
管
見
記
」
紙
背
の
も

）
を
も
併
せ
て
用
い
た
。
尚
、
六
臣
注
文
選
応
永
～
永
事
点
は
六
十
巻
本
で

あ
り
（
本
文
は
宋
版
）
、
他
の
四
本
は
無
注
の
三
十
巻
本
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
辞
容
の
和
訓
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
に
当
っ
て
は
、
そ
の
出

典
の
認
定
が
重
要
で
且
つ
難
し
い
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
用
い
る
「
文
選
訓
」

と
い
う
語
は
、
本
来
的
に
は
文
選
に
特
有
の
訓
を
意
味
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
俄
か
に
そ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
現
段
階
で

は
、
こ
れ
ま
で
比
較
を
行
っ
た
漢
籍
、
即
ち
神
田
本
白
氏
文
集
巻
三
・
四
天
永

四
年
点
、
陽
明
文
庫
本
並
に
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
、
書
陵
部
蔵
史
記
永
正
点
、
容

陵
部
蔵
春
秋
経
伝
集
解
文
永
点
並
に
弘
安
点
の
夫
々
の
点
本
に
は
見
ら
れ
ず
、

上
記
の
文
選
点
本
に
の
み
同
一
の
訓
又
は
憑
い
訓
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
も

の
を
、
「
文
選
訓
と
考
え
ら
れ
る
も
の
或
い
は
そ
の
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら

れ
る
も
の
」
と
認
定
し
た
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
今
後
他
の
漢
籍
等
と

の
比
較
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
る
用
例
も
出
て
来
な
い
と
は
言
い

切
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ら
の
大
多
数
は
文
選
訓
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
熟
字
訓
を
、
仮
説
的
に
「
文
選
訓
」

と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
尚
、
表
1
に
掲
げ
た
2
1
例
の
熟
字
が
、
文
運
以
外

の
ど
の
よ
う
な
中
国
文
献
に
見
ら
れ
る
の
か
、
侭
文
韻
府
、
大
漢
和
辞
典
（
諸

橋
轍
次
著
）
に
よ
っ
て
調
べ
た
ま
で
を
、
表
2
と
し
て
参
考
に
掲
げ
て
お
く
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
認
定
さ
れ
た
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い

ヽ

　

ヽ

て
増
加
し
て
い
る
文
選
訓
（
聖
子
訓
）
全
2
1
例
を
、
表
1
に
、
原
則
と
し
て
文
選
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東メ 訓 牟　 ノ オ 五Iこ光　オi ； 上 甘　 竺 甘　 Z
＿⊥．リ只 が 文 文 海 殿 ’二 林 泉　 ‾ 定　 石

　） 致
し
な
い
が
文
選
訓
と
考
え
ら
れ
る
も
の

　） 　） 　 ） 　） 　） 　） 　）
潤

ト
イ

東　 芸
京　 。
賦

　　）

（ I堅く1

巻・闊
四　 ク

上
林
賦

　）

（轡

茜響

　ヽァ
甘 ズ
離

　）

藁 讐恵

巻　 ヱ苦
輿 鱈

マ夕景 三吉

賦

　）

柿葦ニ

反へ
華

　（　　　　メ

5　 リ
行

　）
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（　　 細 （　 （l竃 ◎

観
智
院
本

　「

法
上

楓 参　　 悠
蜃 竿 空 i

葎 ク　 転

55　　　　　 90

宗　 票三 景　 諾≡驚　 喜胎

（チ猫 頻 用
トク（　　 はト

102　　　　　　　 87
卑　　　 弓 卑　　　　 卑　　　 卑 　」

‾「
風　　　　 心 日　　　　　　　 日　　　 ・JL、 法
郡　　　　 部 部　　　　　　 部　　　　 部 申

　 ）　　　　　　　　　　　　　　） 　 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　） 　」
以
外
に

二 †＋ 「 「

－　堪［．1
24 】悠 l
ウ l ト

イ
33 1 1テ

も
ウ　 始ト 同

トヽ　　ノ ’吏舶
．東 呂 両 の
蒜壬 都 熟

砿 学
　 ） 　 ） 訓

が臨賂g． 愕五
（丼l通 （ l宗 見
巻　 悠品 巻 暗君 ら

ト
‾‾て　　　ヒ

－　　　 ヲ
ト れ

る東　 冒 両　 冒 も
．＿＿し　　　イ
只　　 て

都　而て の
賦 賦

　 ） 　　 ）
愕雲

l
篇眉て

ヲ
ト
ロ　（　　　　イ

166 両て

イ了
　 ）

□i
丁　（

2 20

イ丁

　　 ）

楓 ・窓

l l
イ皮イー耳、

ト′u’ウi走
シ品㌣

ロ

　（　　　　 メ

昌 謡

　）
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に
お
け
る
出
現
順
に
掲
げ
た
。
こ
の
内
、
末
尾
に
掲
げ
た
、
六
臣
注
文
選
応
永

～
永
享
点
等
文
選
三
点
本
と
訓
が
一
致
し
な
い
が
文
選
訓
と
考
え
ら
れ
る
も
の

㊥
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
以
外
に
も
同
一
の
熟
字
訓
が
見
ら
れ
る
も

の
㊥
㊥
に
つ
い
て
、
説
明
と
検
討
を
加
え
て
お
く
。

㊥
「
柿
文
ア
ブ
ナ
フ
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
検
討
し
た
文
選
三
点

本
は
い
ず
れ
も
「
（
ハ
イ
ガ
イ
）
ト
イ
サ
メ
リ
」
と
訓
じ
て
い
て
、
訓
が
一
致
し

な
い
。
し
か
し
、
「
ア
グ
ナ
フ
」
と
い
う
訓
は
、
観
智
院
本
類
罪
名
義
抄
仏
上

わ
ノ

6
4
貢
に
「
越
ア
イ
ナ
フ
選
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
馬
の
跳
ね
る
様
を
言

う
と
考
え
ら
れ
、
文
選
の
意
味
に
合
う
上
、
「
柿
文
」
と
い
う
熟
字
も
、

以
外
の
中
国
文
献
に
さ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
（
表
2
を
参



（
蓑
2
）

阿 陸 飛 牛 峨 都 玉 卓
那 離 礫 漢 峨 虚 王眞 埜

後 念　 九　 漢 宋 梁 愈 列 都　 漢 ー　古　 詩 （ 鎮　 播　 後
漢 孫　 歎　 苔 告 簡 言寺　子 賦　 苗 輿 j那 卓　 魚　 岳　 漢
古 疏　 逢　 司 孝 文 ’湯 、 西 服　 風 躁　 求　 芙　 雷
張 琵　 紛 馬 武 帝 自　 問 李　 域 志　 君 ） 詩　 蓉　 粧
衡 ’相 帝 馬 居　 、 白　 樺 、子 膏　 詩　 賦　 固
侍

王

司　 如 紀 塑 易　 詩 大　 、 楚　 倍 書 、 ’侍
馬　 侍 費 詩　 大 猟　 漢 辟　 老 張　 世　 韓　 、
相　 、 壁

揮

、椎 賦　 容 九　 ’ 戟　 説　 愈　 貌

褒 如　 准 董　 桟 ’地 歌　 周 樽　 新　 薦　 志
洞 大　 南 夷　 撲 哲　 理 東　 田 ’語　 士　 陳
矯 人　 子 狐 中　 ’ 植　 志 皇　 夏 呉　　 詩　 矯
興

隆

、既　 大 申 詩　 楚 詩　 ’ 大　 官 志　　 ’樽
、脛 叔 ’辞 ’太 一　 弁 張　　 韓　 ’

陳　 訓 却 商　 劉 元　 康 師
ヽ

准

温　　 愈　 呉
機 輿　 ’ 千 雅　 向 横 地 停　　 進　 志
擬 義　 楚 里 秤　 九 詩 重

囲

撃　 呉
青 詩　 辞 馬 訓 一琴

買
三五

南 察　　 解　 溶
三日円

、離 喝

金

子 邑　　 ’ 樽
河 辟 墜 史 塗 青　　 蘇　 ’

昌ロ 輿

侍
玄

口草 繹　 楚 石 虞 墾

後

底　　 欧　 志
琶

陸

訓　 辞
’劉

録 賦

韓

陽　 秦
季　 家

王　 向 正 漢 獣 嘩

露 ・ 墾 源 惨 泥 詣 絞
珂 開 溌 紹 樺 搾 蹟

李 後　 （ 　（ 　（　　　　　（ 談　 不　 抱 史 賛　 成　 萄 柳　 仲　 機
白 漠　 墾 源 密 惨 録　 至　 朴 記 州　 、子 成 姻　 慮
明
堂

苦　 闘
安　 ）

源　） 穏 棍　）　　　　　） 琶 モ r1．を岨 歌　 謝　 議
　ヽ　．J

、妻　 思

輿

韓

帝　 漠 漢 集　 漠 杜　 白 錯

堕

後

窪　 兵
時　 運　 斡

爾　 詩　 道

椎　 ’北紀　 雷 書 韻　 書 甫　 居 山　 山　 糾 桑　 李　 努
’食 揚 揚 泥　 易 題　 居　 収 柳　 邸　 興

愈 宋　 貨 雄 雄 功　 雨 漢 践　 賦　 繚 画「寄　 亡

JC 書　 志 樽 侍 山　 中 書 ’ 、 之 條　 湖　 論
和 文　 ’ 上 詩　 招 楊 蛮　 毒　 筍 註　 杭　 ’
聖 帝　 後 ’張 農 格　 執　 注 二　 陸
徳 紀　 漢 元　 司 輿

論

拾　 中　 ’ 従 雲
詩
ヽ

世

、書 墳　 業 遺　 白　 虎 事　 失
孔　 疏 後　 宿 、雲　 給 詩　 題
叢　 参 湖　 詩 衝 江　 無　 長 ’詩

説 子　 樽 詩　 、 耽 総　 心　 安 馬　 、
新 巡　 ’ 、杜 輿

尉

大　 成　 春 至秦　衛
語

庶

狩　 後 李　 甫 荘　 ’望 歪　 恒

邑 ，q
P

意　 四
書 ． 日　 雨 絞 寺　 頻 ’ 詩　 餞

恕 王 斌　 期 子 碑　 詩　 黄 ’筆
且月も

’王 勒 ’ 香 現　 勢
輿 買　 婦

氏　 軍
卒 杜　 九

甫　 官
文　 ’
帝　 焦



㊥　　⑯㊥　　⑱

楓 愕 活 岨 願 峰
悠 胎 文 陪 痴 脱

　（ 毒見　（ 観 史 字 焉　（
惑 詩　愕 賦　記 柔 焦　照
枚 始 ’司 仲　鍔

　　） 　　 ） 　　 ）
撃 後 雅　相 妻　苛
虞 漠 警 竃

漢

作　子
思 書 ’祀
済 斑 洛　論
威 固 陽　 ’

侍
ヽ

唐
容

毒
司
馬
相

伽　後
藍　藻
衷 眉

朱 女ロ 、畳屋
．批 樽 西　侍
嘩

張

下
大
人

渓　 ’
叢　南
吉吾　史

束
求
志
成

季

成

季
尤
平
架

侯
景
輿

古
詩

よ
っ
て
、
こ
の
訓
は
文
選
訓
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
表
1
に
掲
げ
た
他
の
文

選
訓
と
同
列
に
扱
っ
て
お
く
。

㊨
「
愕
蛤
（
ガ
ク
）
チ
ト
オ
ド
ロ
イ
テ
」
と
㊥
「
粗
悠
イ
ロ
メ
ク
」
と
は
、

ヽ

　

ヽ

「
法
上
」
「
法
中
」
以
外
の
帖
に
も
見
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
真
に
増
補
さ
れ
た

訓
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
後
者
の
㊥
は
、
「
僧

下
」
の
用
例
が
改
編
本
の
一
本
で
あ
る
蓮
成
院
本
の
対
応
部
に
見
ら
れ
な
い
の

が
注
目
さ
れ
る
。
観
智
院
本
、
蓮
成
院
本
、
高
山
寺
本
の
改
編
本
三
本
の
系
統

関
係
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、
熟
字
訓
の
登
載
状

況
か
ら
見
る
限
り
、
達
成
院
本
が
最
も
訓
が
少
く
改
編
本
の
古
い
形
を
伝
え
て

㍉
㍉
二
∵
㍉
∴
二
㍉
∴
∴
一

の
用
例
は
観
智
院
本
独
自
の
重
出
と
考
え
ら
れ
、
「
法
中
」
の
用
例
は
恐
ら
く

は
増
補
さ
れ
た
訓
で
あ
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
一
方
㊥
に
つ
い
て
は
、
「
仏

中
」
8
7
貢
の
用
例
が
、
蓮
成
院
本
、
高
山
寺
本
に
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
㊧
と

は
逆
に
、
「
法
申
」
の
用
例
は
観
智
院
本
独
自
の
重
出
例
で
あ
る
可
能
性
が
強

い
と
言
え
よ
う
。
結
論
的
に
は
、
や
は
り
「
仏
中
」
8
7
貢
の
用
例
が
原
按
本
よ

り
受
継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
法
中
」
の
用
例
は
そ
の
重
出
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
更
に
検
討
を
加
え
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
⑳
の
1
例
は
、
真
に
増
補
さ
れ
た
訓
で
は
な
い
可
能
性
が

強
い
の
で
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
文
選
訓

（
聖
子
訓
）
　
全
2
1
例
の
内
、
頁
の
増
補
訓
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
㊥
を
除
く
2
0
例

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
類
詑
名
義
抄
の
和
訓
と
文
選
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
和
訓
の
一
々

に
そ
の
出
典
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
原
接
木
に
お
い
て
も
、
既
に
多
く
の
、
文

選
を
出
典
と
す
る
和
訓
が
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ

。
謡
）
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓
（
熟

字
訓
）
　
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
検
討
す
る
前
に
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出

典
の
熟
字
訓
に
つ
い
て
の
概
要
を
、
次
の
「
二
」
に
お
い
て
把
握
し
て
お
き
た

＼
°

二
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
に
つ
い
て
の
概
要
・

原
撰
本
た
る
図
書
寮
本
に
は
、
文
選
出
典
の
熟
字
訓
が
全
部
で
5
6
例
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
熟
字
訓
に
つ
い
て
、
先
ず
川
六
臣
注
文
選
応
永
～
永
畢
点
と
の

42



比
較
を
行
い
、
次
い
で
脚
観
智
院
本
に
お
け
る
受
容
状
況
を
検
討
す
る
。

Ⅲ
　
六
臣
注
文
選
応
永
～
永
事
点
と
の
比
較

図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
全
5
6
例
を
、
訓
の
一
致
率
、
文
選

に
お
け
る
出
現
場
所
、
文
選
読
形
式
に
つ
い
て
の
一
致
率
の
三
つ
の
観
点
よ
り
、

六
臣
注
文
選
応
永
～
永
享
点
と
比
較
照
合
す
る
。

先
ず
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
5
6
例
の
内
、
応
永
～
永
享

点
と
一
致
す
る
か
又
は
近
い
も
の
は
4
4
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
体
の
7
8
・
6
％

を
占
め
る
。
次
に
、
そ
の
例
の
一
部
を
掲
げ
る
（
印
刷
の
都
合
上
声
点
は
省
略

す
る
）
。（

図
書
寮
本
）

⑦
綜
絹
ス
ヘ
告
ム
袈二
六
貢
1
行
）

（池）

㊥
肢
－
ト
カ
タ
ク
ツ
レ
ソ
遇

（
七
貢
4
行
）

。
駿
峻
ノ
霊
酎
四
頁
1
行
）

（
応
永
～
永
享
点
）

ス

ヘ

　

7

ツ

メ

綜
雛
－
紐
拙
　
（
序
1
0
丁
ウ
）

ト

カ

タ

ク

ツ

レ

シ

テ

殴
－
池
　
　
（
巻
一
2
2
丁
ウ
、
両
都
城
）

ハ
　
　
タ
ト

ノ

イ

ハ

ホ

巌
－
峻
　
　
（
巻
一
3
5
丁
オ
、
両
都
底
）

応
永
～
永
事
点
と
l
致
し
な
い
も
の
は
残
り
の
1
2
例
で
あ
る
。
そ
の
内
の
6

例
は
漢
字
自
体
が
一
致
し
な
い
。
こ
れ
ら
不
一
致
例
に
つ
い
て
、
一
々
の
検
証

は
紙
幅
の
都
合
上
省
略
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
猿
投
神
社
蔵
弘
安
本
と
一
致
す

る
も
の
が
比
較
的
多
い
。
ま
た
、
不
一
致
例
に

ト

コ

エ

ス

ク

レ

（
図
番
寮
本
）
道
理
ト
。
エ
ス
キ
テ
異
　
（
応
永
～
永
辛
点
）
卓
撃

が
あ
る
が
、
九
条
家
本
南
北
朝
点
に
よ
れ
ば
、

永
辛
点
の
よ
う
に
「
昼
」
に
作
る
の
は
招
本
で

字
の
下
接
字
を
応
永
～

応
永
～
永
享
点
の
本
文

が
宋
版
で
あ
る
こ
と
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
若
干
一
致
し
な
い
例
も
存
す
る
も
の
の
、
図
書
寮
本
と
応

永
～
永
草
点
と
が
全
体
的
に
は
か
な
り
良
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
応
永
～
永
辛
点
が
古
訓
を
良
く
伝
え
て
い
る
こ
と
の
一
つ

の
現
れ
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
同
資
料
が
、
類
梵
名
義
抄
の
出
典
研
究

の
資
料
と
し
て
堪
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

次
に
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
全
5
6
例
の
、
応
永
～
永
享

点
に
お
け
る
出
現
場
所
を
巻
数
で
見
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
（
不
一
致
例
の

対
応
箇
所
も
含
む
）
。

巻
一
〈
拝
呈
む
）
…
…
4
8
例
　
巻
七
…
…
2
例
　
巻
十
二
…
…
2
例

巻
十
三
…
…
1
例
　
巻
十
七
…
…
1
例
　
　
巻
十
九
…
…
1
例

巻
二
十
「
…
・
・
1
例

こ
の
よ
う
に
、
巻
一
が
偲
例
と
圧
倒
的
に
多
く
、
文
選
の
六
十
巻
本
で
言
う
所

の
巻
一
か
ら
集
中
的
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
一
つ
に
は
文
選
の
巻
一
が
当
時
良
く
読
ま
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
文

選
の
巻
一
が
良
く
読
ま
れ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
猿
投
神
社
蔵
の
弘
安
本
や
正
安

本
の
よ
う
に
巻
一
（
但
し
こ
の
二
本
の
場
合
は
三
十
巻
本
）
の
み
の
点
本
が
存

在
す
る
こ
と
か
ら
も
軍
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
本
は
、
巻
一
の
み
が
雷
写
さ
れ
加

点
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
巻
一
よ
り
集
中
的
に
採
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
更
に
別
の
観
点
か
ら
も
理
由
の
検
討
を
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
（
撃

次
に
、
文
選
読
の
形
式
を
取
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
る
。

文
選
の
訓
読
に
お
い
て
は
、
漠
字
を
一
度
音
読
し
て
、
更
に
格
助
詞
の
「
ト
」

や
「
ノ
」
を
介
し
て
も
う
一
度
和
訓
で
読
む
、
所
謂
「
文
選
読
」
の
形
式
の
屡
し

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
図
書
寮
本
に
お
け
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る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
全
5
6
例
の
中
に
は
、
文
選
読
の
形
式
を
取
る
も
の
が
3
4

例
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
別
例
は
、
応
永
～
永
享
点
に
お
い
て
も
殆
ど
が
文
選
読

形
式
を
取
っ
て
い
る
（
上
掲
の
用
例
㊥
0
を
参
照
）
。
例
外
は
、

タ

カ

ク

サ

カ

シ

（
図
書
寮
本
）
蝉
帳
ト
タ
カ
タ
サ
カ
シ
選
　
（
応
永
～
永
享
点
）
熔
－
帳

の
1
例
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
図
書
寮
本
に
お
い
て
文
選
読
形
式
を
取
ら
な
い

も
の
は
2
2
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
応
永
～
永
享
点
に
お
い
て
も
殆
ど
が
文
選

読
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
（
上
指
の
用
例
①
を
参
照
）
。
こ
れ
の
例
外
も
、

（
図
書
異
本
）
沈
浮
シ
ソ
ミ
ウ
カ
7
異
　
（
応
永
～
永
享
点
）
沈
－
浮

シ

ソ

ミ

ウ

カ

ン

テ

の
1
例
の
み
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
文
選
浣
形
式
に
つ
い
て
も
、
図
書
寮
本
と
応
永
～
永
享
点

と
が
痘
め
て
良
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

脚
　
観
智
院
本
に
お
け
る
受
容
状
況

図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
全
5
6
例
を
、
観
智
院
本
に
お
け
る

登
載
率
、
文
選
読
形
式
に
つ
い
て
の
一
致
率
の
二
つ
の
観
点
よ
り
、
観
智
院
本

と
比
較
す
る
。

先
ず
、
図
書
婁
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
全
5
6
例
を
観
智
院
本
と
比

較
す
る
と
、
5
5
例
ま
で
が
観
智
院
本
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
5
5
例
の
内
、

5
1
例
は
、

の
如
く
、
観
智
院
本
に
お
い
て
も
熟
字
訓
の
形
で
登
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

例
え
ば
、（

図
書
寮
本
）

①
（
ギ
ッ
ク
三
郎
雪
行
）

（
観
智
院
本
）

惇
欺
又
純
7
ツ
シ
（
以
下
略
）
　
（
法
中
8
2
貢
）

ク
ヱ

訪
露
這
ヲ
シ
フ
（
以
下
・
3
）
　
（
法
上
7
2
貢
）

（
図
書
寮
本
）

㊤
不
臥
撃
イ
マ
ア
キ
ッ
カ
ス
巽

（
三
〇
三
貢
3
行
）

㊦
琳
堀
石
略
）
当
一
ノ
か
マ
一
が
1
行
）

1
ハ
ム
l
（
朱
）

㊦
汎
漑
ト
ソ
．
イ
テ
選

1
サ
シ
し
（
朱
）
　
（
一
〇
貢
6
行
）

不
暇
－ （

観
智
院
本
）

（
拾
√
ト
マ
ア
キ

琳
斌
ノ
ダ
マ

汎
恋
㌫
サ
ト
ソ
、

（
法
中
1
3
4
貢
）

（
法
中
2
0
貢
）

（
法
上
3
5
頁
）

の
よ
う
に
、
上
接
字
と
下
接
字
と
の
訓
に
分
割
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ

の
総
て
で
は
な
い
が
、
4
例
ほ
ど
は
単
字
訓
に
分
割
さ
れ
た
形
で
観
智
院
本
に

登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
序
に
お
い
て
も
述
べ
た
如
く
、
改
編
本
が
単
字

訓
中
心
に
編
易
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
呼
応
し
た
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
単
字
訓
に
分
割
さ
れ
た
例
も
あ
る
も
の
の
、
図
書
寮
本
に

摘
録
甥
典
の
執
筆
訓
は
、
観
智
院
本
に
も
極
め
て
良
く
警
れ
て
い
る

次
に
、
文
選
浣
形
式
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典

の
熟
字
訓
全
5
6
例
の
内
、
文
選
読
形
式
を
取
る
も
の
は
3
4
例
で
あ
る
。
こ
の
3
4

例
の
内
、
3
2
例
ま
で
は
観
智
院
本
に
お
い
て
も
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
い
る
（
上

掲
の
用
例
㊦
㊦
を
参
照
）
。
観
智
院
本
で
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
も
の

は
、（

図
書
寮
本
）
硬
磁
ノ
サ
．
レ
イ
シ
㌍
　
（
観
智
院
本
の
訓
）
サ
ゝ
レ
イ
シ

（
図
書
寮
本
）
採
緻
ト
イ
ロ
㍉
い
声
罪
（
観
智
院
本
の
訓
）
イ
ロ
キ
ヒ
シ

の
2
例
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
文
選
読
形
式
に
つ
い
て
も
、
観
智
院
本
が
原
接
木
の
形
を
良

く
受
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
翫
〆

以
上
の
日
脚
の
検
討
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
事
に
つ
い
て
、
再
度
要
点
を
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纏
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

a
　
図
書
寮
本
即
ち
原
接
木
の
文
選
出
典
の
熟
字
訓
は
、
文
選
の
六
十
巻
本

で
言
う
所
の
巻
一
を
中
心
に
採
ら
れ
て
い
る
。

b
　
文
愚
読
形
式
に
つ
い
て
も
、
原
模
本
と
応
永
～
永
享
点
と
が
良
く
一
致

し
て
い
る
。

C
　
観
智
院
本
も
、
原
横
木
の
文
選
読
形
式
を
原
則
と
し
て
受
継
い
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
甲
え
た
上
で
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補

さ
れ
て
い
る
文
選
訓
（
竺
子
訓
）
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
「
三
」
に
お
い
て
検

討
し
た
い
。三

、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文

選
訓
（
熟
字
訓
）
の
特
徴

ヽ

　

ヽ

観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
文
選
訓
（
熟
字
訓
）

は
、
先
に
表
1
に
掲
げ
た
如
く
、
全
部
で
2
1
例
で
あ
る
。
こ
の
内
、
⑳
「
愕
蛤

（
ガ
ク
）
チ
ト
オ
ド
ロ
イ
テ
」
1
例
は
、
先
に
〓
」
で
述
べ
た
如
く
真
に
増

補
さ
れ
た
訓
で
は
な
い
可
能
性
が
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
2
0
例
は
、
観
智

院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓
（
熟
字
訓
）
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
問
題
の
あ
る
㊥
を
除
く
こ
れ
ら
的
例
の
訓
に
つ
い
て
、

そ
の
特
徴
を
探
る
一
方
法
と
し
て
、
六
臣
注
文
選
応
永
～
永
享
点
と
の
比
較
を

行
う
。
そ
の
際
、
先
に
「
二
」
に
お
い
て
応
永
～
永
辛
点
と
比
較
し
て
得
ら
れ

た
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
の
状
況
と
対
比
す
る
為
、
文
選

に
お
け
る
出
現
場
所
と
文
選
読
形
式
に
つ
い
て
の
一
致
率
と
の
二
つ
の
観
点
よ

り
、
比
較
照
合
す
る
。
応
永
～
永
享
点
を
比
較
に
用
い
る
こ
と
の
有
効
性
は
、

「
二
」
で
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

先
ず
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓

（
熟
字
訓
）
　
2
0
例
の
、
応
永
～
永
享
点
に
お
け
る
出
現
の
巻
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
（
括
弧
内
の
番
号
は
表
1
に
お
け
る
用
例
の
通
し
番
号
）
。

巻
一
…
…
2
例
（
①
②
）

巻
二
…
…
2
例
（
㊥
④
）

巻
三
…
…
4
例
（
㊥
⑥
㊥
㊥
）

巻
四
…
‥
り
小
例
（
⑦
㊥
㊥
⑲
）

巻
五
…
…
1
例
（
㊥
）

巻
七
…
…
2
例
（
㊥
⑭
）

巻
八
…
…
1
例
（
⑭
）

巻
十
一
…
1
例
（
⑯
）

巻
十
二
…
1
例
（
⑯
）

巻
十
七
…
2
例
（
㊥
⑯
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
巻
一
の
例
は
2
例
に
過
ぎ
ず
、
巻
一
で
あ
る
か
巻
二
以
降
で

あ
る
か
と
い
う
目
で
見
れ
ば
、
巻
二
以
降
に
多
い
こ
と
が
分
る
。
先
の
「
二
」

に
お
け
る
検
討
で
、
原
接
木
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
は
巻
l
か
ら
集
中

的
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
右
の
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」

の
状
況
は
、
こ
の
原
抜
本
の
状
況
か
ら
必
然
的
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
原
接
木
の
場
合
と
は
対
照
的
な
点
、
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓

（
竺
字
訓
）
　
で
は
例
外
的
な
用
例
と
な
る
巻
一
の
2
例
の
㊤
に
つ
い
て
、
少
し
検

討
を
加
え
て
お
く
。
①
「
卓
昼
コ
エ
ス
ギ
タ
リ
」
に
つ
い
て
は
、
応
永
～
永
享

点
で
は
巻
一
の
「
両
部
賦
」
に
近
似
の
訓
が
見
ら
れ
る
外
、
巻
四
の
「
萄
都
斌
」

に
も
近
似
の
訓
が
見
ら
れ
る
（
表
1
を
参
照
）
。
し
か
し
、
「
二
」
で
述
べ
た

如
く
、
巻
一
の
「
両
都
賦
」
に
お
い
て
こ
の
熟
字
の
下
按
字
を
「
昼
」
に
作
る

の
は
応
永
～
永
辛
点
の
よ
う
な
刊
本
で
あ
っ
て
、
九
条
宏
本
南
北
朝
点
、
猿
投

神
社
蔵
弘
安
本
、
同
蔵
正
安
本
は
こ
れ
を
「
轢
」
に
作
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

①
は
巻
四
の
「
局
都
賦
」
の
訓
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば

巻
一
の
例
で
は
な
く
な
る
。
②
「
玉
項
タ
マ
ノ
ツ
ミ
シ
」
は
、
図
書
寮
本
に
こ

の
熟
字
の
み
は
登
載
さ
れ
て
い
て
、
注
が
全
く
施
さ
れ
て
い
な
い
（
表
1
を
参

照
）
。
こ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
が
存
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
原
接
木
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に
お
い
て
こ
の
熟
字
が
文
選
の
巻
一
か
ら
採
ら
れ
な
が
ら
、
何
ら
か
の
事
柏
に

よ
っ
て
訓
が
容
込
ま
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
に
、
改
編
本
に
お
い
て

訓
が
補
わ
れ
た
と
い
う
状
況
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
①

②
の
2
例
は
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
例
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

次
に
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓

（
熟
字
訓
）
　
2
0
例
を
、
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
応
永
～
永

辛
点
と
比
較
す
る
。

先
ず
、
応
永
～
永
享
点
に
お
い
て
当
該
訓
が
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
い
な
い

も
の
は
、
表
1
の
通
し
番
号
②
⑥
⑭
の
3
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
3
例
は
、
い
ず

れ
も
、
観
智
院
本
に
お
い
て
も
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
お
ら
ず
、
問
題
は
な
い
。

残
り
の
1
7
例
は
、
応
永
～
永
享
点
に
お
い
て
当
該
訓
が
文
選
読
形
式
を
取
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
1
7
例
の
内
、
観
智
院
本
に
お
い
て
も
応

永
～
永
享
点
と
同
様
に
文
選
読
形
式
を
取
る
も
の
は
、
㊥
「
在
村
ラ
イ
ラ
ト
サ

カ
ナ
リ
」
の
1
例
の
み
で
あ
る
。
他
の
1
6
例
①
㊥
④
㊥
⑦
㊥
④
⑲
㊥
㊥
㊥
⑯
㊥

⑱
㊥
㊧
は
、
紋
智
院
本
に
お
い
て
は
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
お
ら
ず
、
応
永
～

永
享
点
と
一
致
し
な
い
。
原
茂
木
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
が
、
文
選
読

形
式
に
つ
い
て
も
応
永
～
永
享
点
と
極
め
て
良
く
一
致
す
る
こ
と
は
、
先
の
「
二
」

に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
右
の
観
智
院
本
の
状
況
は
、
原
接
木
の
場
合

と
は
対
照
的
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
二
つ
の
検
討
で
、
原
接
木
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
と
比
較
し

て
の
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓
（
熟

字
訓
）
　
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
特
徴
は
即
ち
、
改
編
本
に
お
い
て

増
補
さ
れ
た
文
選
訓
（
聖
字
訓
）
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
．

纏
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

A
、
原
撰
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
が
、
文
選
の
六
十
巻
本
で
言
う

所
の
巻
一
よ
り
集
中
的
に
探
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
改
編
本
に
お
い

て
増
補
さ
れ
た
文
選
訓
（
熟
字
訓
）
は
、
原
則
と
し
て
巻
二
以
降
に
見
ら
れ

る
。

B
、
原
撰
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
に
は
、
文
選
点
本
の
訓
法
を
反

映
し
て
文
選
読
形
式
を
取
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、
改
編
本
に
お
い

て
増
補
さ
れ
た
文
選
訓
（
聖
子
訓
）
は
、
原
則
と
し
て
文
選
読
形
式
を
取
ら

な
い
。

原
技
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
と
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
文
選

訓
（
讐
字
訓
）
と
で
、
こ
の
よ
う
な
対
照
的
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
に

伍
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
加
し
て
い
る
文
選

訓
（
熟
字
訓
）
全
2
1
例
の
内
、
⑲
「
愕
胎
（
ガ
ク
）
チ
ト
オ
ド
ロ
イ
テ
」
の
1
例
　
一

は
、
頁
に
増
補
さ
れ
た
訓
で
は
な
い
可
能
性
が
強
い
と
し
て
、
以
上
の
検
討
か
　
亜

ら
は
除
外
し
た
。
こ
の
訓
は
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
応
永
～
永
享
点
の
糸
ニ
ー

に
見
ら
れ
る
訓
で
あ
り
、
且
つ
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
い
て
、
右
の
A
・
B
の

原
則
に
合
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
る
。
こ
の
事
を
も
加
味
す
れ
ば
、
⑳
が
増

補
さ
れ
た
訓
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

四
、
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
以
外
に
お
け
る
文
選
訓
（
熟
字
訓
）

の
、
原
撰
本
に
拠
る
訓
と
改
編
本
に
お
け
る
増
補
訓
と
の
弁
別

こ
れ
ま
で
、
観
智
院
本
の
、
図
書
寮
本
と
重
な
り
合
う
「
法
上
」
「
法
中
」

の
帖
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
文
選
訓
（
艶
享
訓
）
の
特
徴
に
つ
い
て
、
図
古

史
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
熟
字
訓
と
対
比
し
て
検
討
し
て
来
た
。
そ
の
結
果
、

「
三
」
の
終
り
に
掲
げ
た
A
・
B
二
点
の
特
徴
が
得
ら
れ
た
。

さ
て
、
叡
智
院
本
の
「
法
上
」
「
法
中
」
以
外
の
帖
の
熟
字
訓
の
中
に
も
、



当
然
の
事
な
が
ら
文
選
訓
と
考
え
ら
れ
る
誌
）
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
に
は
、
原
接
木
よ
り
受
継
が
れ
た
訓
と
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た

訓
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
先
の
A
・
B
二
つ
の
視
点
及

び
「
二
」
に
お
い
て
得
ら
れ
た
C
の
視
点
に
よ
っ
て
眺
め
れ
ば
、
ほ
ぼ
そ
の
二

者
を
弁
別
し
得
る
だ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
弁
別
を
試

み
る
。

二
㍉
∵
㍉
∵
∴
∴
∵
∵
∴
㍉
二
・

l

様
、
文
選
読
形
式
を
取
る
か
否
か
と
い
う
視
点
で
応
永
～
永
享
点
と
比
較
照
合

し
た
結
果
、
後
に
掲
げ
る
④
～
⑥
の
5
類
の
対
応
型
に
分
類
さ
れ
た
。
以
下
、

∵
㍉
÷
－
∴
∴
∴
㍉
二
二
㍉

巻
数
）
。

④
観
智
院
本
、
応
永
～
永
享
点
と
も
に
非
文
選
読
形
式
（
2
0
例
）

る
し
か
な
い
。
巻
一
の
訓
は
、
大
多
数
が
原
接
木
よ
り
受
紡
が
れ
た
も
の

と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

⑤
　
観
智
院
本
、
応
永
～
永
享
点
と
も
に
文
選
読
形
式
（
4
1
例
）

塞
用
。
、
ヲ
モ
テ

廻
帯
メ
ク
リ
メ
ク
ル

殊
異
。
ト
二
。
ト
ナ
リ

椅

欺

7

百
重
そ
、
カ
サ
ナ
リ

幹
事
ホ
。
リ
オ
。
ル

殆
杏
オ
。
リ
ホ
。
ル

弓
谷
フ
カ
キ
タ
二

遭
遇
7
7
。
ア
ヘ
リ

開
聞
ヒ
ラ
キ
、
ル

券
二
　
　
轟
墜
グ
ッ
カ
へ
リ
オ
ソ

ヽ　－．－　′

〝　　〝　　〝　　　〝　　　〝　　〝　　〝

只
且
カ
ク
ハ
カ
リ

不
踵
ヨ
カ
ラ
ス

流
防
ナ
カ
シ
メ

〈
派

二

つ

・

二

二
コ
・

一
二
ソ
ハ
ヒ
ラ
カ
。

佃
旬
ハ
ラ
バ
7

位
嗣
ス
カ
シ
ト
ホ
ル

賞
泣
ヒ
ト
リ
ア
ル
ヤ
モ
メ

巻
一

巻
二

巻
三

巻
四

一
巻
五

巻
九

巻
十
八

〃

巻
三
十
五

且
干
ト
チ
．
ハ
カ
リ
ナ
リ

俳
個
ト
タ
ナ
モ
ト
ホ
ル

標
校
ト
、
キ
モ
ノ

標

校

ト

；

徒
挿
ト
ダ
ム
ナ
テ
ウ
テ

徒
挿
ト
タ
ム
ナ
ウ
テ

串
～
ト
テ
ル

香
楳
ト
フ
カ
ウ
シ
テ

杏
篠
ト
フ
カ
シ

坦
～
ト
サ
カ
ナ
リ

煽
煙
ト
テ
レ
リ

輪
と
ト
テ
リ
ア
キ
ラ
カ
ニ
シ
テ

狩
と
ト
ウ
ル
ハ
シ

猿
択
ノ
サ
ル

嬰
然
ト
ツ
エ
フ
メ
二
シ
テ

穆

と

ト

ツ

；

ム

萎
～
ト
サ
カ
ナ
リ

蓋
戴
ト
フ
ケ
り

蓋
戴
ト
フ
キ
オ
ホ
ヘ
リ

蔭
蔚
ト
サ
カ
リ
ニ
シ
テ

街
衝
ノ
チ
マ
タ

巻

一

　

　

触

梗

ト

ソ

ハ

（

。

シ

テ

楓

稜

ト

ソ

ハ

く

ナ

リ

射
狼
ノ
オ
ポ
カ
ミ

錯
落
ト
マ
シ
ハ
レ
リ

聞

閻

ノ

サ

ト

陛
戟
ノ
ホ
。
モ
タ
ル
モ
ノ

育
焚
ト
ア
サ
ヤ
カ
ナ
リ

励
屈
ト
チ
カ
ー
フ
ォ
。
シ
シ
テ

隅
目
ト
マ
ス
ム
タ
ソ

遺
還
ト
パ
ル
カ
ナ
リ

背
條
ト
カ
ス
カ
l
妄
丁

裔
條
ト
カ
ス
カ
ナ
リ

青
焚
ト
ア
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ

ノ
「
一
丁
ト
タ
．
ス
ム

盤
薄
ト
ヨ
ソ
ノ
ホ
レ
リ

鳴

紐

吸

狂

ト

パ

オ

ト

i

ス

吸
獲
ト
パ
オ
ト
シ
テ

紀
州
と
　
ト
タ
ノ
シ

帝
京
ト
カ
ス
カ
ニ
シ
テ

彷
但
ト
タ
チ
モ
ト
ホ
ル

ヽ－＿－ノ

登〝竺〝〝〝〝〝　巻

ー47－

巻
八

〃巻
九

巻
十
二

巻
十
三

〃〃

巻
十
九

両
者
が
共
に
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
例
で
あ
り
、
巻
数
で
判
断
す

両
者
が
共
に
文
選
読
形
式
を
取
っ
て
い
る
例
で
あ
る
の
で
、
い
ず
れ
も
原



接
木
よ
り
受
継
が
れ
た
訓
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
や
は
り
巻
一
が
圧
倒
的
に
多
く
、
特
に

巻
一
の
例
は
、
ま
ず
原
接
木
よ
り
受
継
が
れ
た
と
見
て
良
か
ろ
う
。

㊦
　
観
智
院
本
は
非
文
選
読
形
式
、

応
永
～
永
享
点
は
文
選
読
形
式
（
5
6
例
）

挽
仰
フ
シ
ア
フ
タ

僻
仰
7
シ
ア
フ
タ

排
個
タ
チ
モ
ト
ホ
ル

鍔
堅
カ
サ
ナ
リ
オ
ソ
フ

展
季
マ
メ
ヒ
ト

張
里
ム
マ
ク
ス
シ

抱
焉
イ
ナ
シ
ル
シ

流
摘
ナ
カ
シ
メ

醍
眈
ニ
ラ
ム

畦
甘
ニ
ラ
ム

唯
肝
メ
ミ
ハ
ル

唯
曙
ミ
ハ
ル

翁
伯
7
7
ラ
ヒ
サ
キ

斑
芥
ア
ク
タ
ハ
カ
リ

背
鰭
タ
カ

高
匡
マ
カ
フ
ラ
タ
カ

聖
常
タ
チ
カ
ミ
ア
ラ
ス

駁
撃
カ
ミ
ュ
ヒ
タ
ツ

決
拾
ユ
カ
ケ
ト
モ

承
花
ム
マ
ヤ

承
華
ム
マ
ヤ

巻
一〃〃〃巻

二
〃〃〃

一
〝

一
〝〃〃〃〃〃〃

巻
三

一
〝

好
媛
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ

暗
～
　
シ
ラ
ケ
タ
リ

喧

呼

ノ

；

ル

夷
担
ユ
ウ
ラ
オ
モ
7

細
胞
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ

握

掴

チ

；

シ

叡
綬
ッ
マ
ヒ
ラ
ケ
シ

脱
顧
ッ
マ
ヒ
ラ
空

霞
薪
。
マ
ヤ
カ
。

呼
衡
マ
ユ
ア
ケ

委
曲
。
ケ
ヒ
ク

岨
唯
カ
ミ
ハ
ム

賦
媚
ナ
ソ
カ
シ

委
越
カ
ホ
ル

虎
橘
ハ
ナ
タ
チ
バ
ナ

間
数
シ
ナ
7

停
住
マ
ト
ヤ
カ
ナ
リ

周
章
ア
ワ
ッ

欺
繹
オ
ホ
カ
シ
ラ
ナ
リ

電
咤
　
サ
シ
グ
ム

的
談
シ
タ
ツ
イ
タ
ス

巻
四

〃巻
五

〃

凰
＝
慈
ハ
シ
タ
、
ル

手
P
手
口

落
爵
ク
ラ
シ

彷
俊
ホ
ノ
カ
ナ
リ

旬
勾
カ
サ
ナ
ル

呼
岬
ノ
ミ
バ
ク

鵬
紗
ナ
カ
ム

蠍
獲
パ
オ
ト
シ
テ

巻
十
l

〃

巻
十
二

〃〃〃

伶
侍
サ
ス
ラ
フ

偏
弧
カ
タ
ミ
ナ
シ
。

持
旅
タ
ヲ
ヤ
カ

詞
護
ヒ
タ
オ
モ
フ
キ

郡
配
カ
シ
ラ
サ
シ
ト
三

互
折
ソ
エ
フ
ヲ
リ

巻
十
三
　
　
蓬
頭
オ
ホ
ト
レ
カ
シ
ラ

巻
十
六

〃

巻
十
七

巻
十
八

〃

巻
十
九

〃

〝　　′′　　′′　′′　　し二　㌢　1‾　′′　　　〝　　　〝　′′
巻　巻　巻
八　七　六

巻
九

巻
十
一

〃〃〃

こ
れ
ら
は
即
ち
、
改
編
木
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
文
選
訓
（
凱
字
訓
）
の
特

徴
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
巻
二
以
降
の
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ

れ
ら
の
大
多
数
、
特
に
巻
二
以
降
の
訓
は
、
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ

た
も
の
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

④
　
観
智
院
本
は
文
選
読
形
式
、
応
永
～
永
享
点
は
非
文
選
読
形
式
（
2
例
）

厨
構
ト
カ
サ
ネ
カ
マ
ヘ
タ
り

農
巧
ト
ウ
ル
ハ
シ

48

応
永
～
永
享
点
の
方
が
文
選
浣
形
式
を
嬰
ら
な
い
例
で
あ
る
が
、
観
智
院

本
が
文
選
読
形
式
を
取
り
且
つ
巻
一
の
訓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
撰
本
よ

り
受
継
が
れ
た
も
の
と
考
え
て
問
題
な
い
。

㊤
　
応
永
～
永
享
点
が
字
音
読
の
も
の
（
2
例
）

饗
賜
了
へ
タ
マ
フ

和
悪
ノ
ス
、

こ
れ
ら
は
、
猿
投
神
社
蔵
弘
安
本
に
よ
っ
て
文
選
訓
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
も
の
で
誌
r
共
に
糸
二
の
訓
で
あ
。
、
二
例
日
は
観
智
院
本
が
文
選

読
形
式
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
例
と
も
原
撰
本
よ
り
受
継
が
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
個
々
の
訓
に
つ
い
て
完
全
な
弁
別
を
行
う
こ
と
は
困
難
で



あ
る
も
の
の
、
総
体
と
し
て
見
れ
ば
、
特
に
⑥
㊦
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
に
、

A
・
B
の
視
点
に
よ
っ
て
、
原
撰
本
に
拠
る
訓
で
あ
る
か
改
編
本
に
お
け
る
増

補
訓
で
あ
る
か
を
或
る
程
度
推
定
で
き
る
こ
と
が
分
る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
三
」

に
お
い
て
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
得
ら
れ
た
A
・

B
の
結
果
の
正
し
い
こ
と
が
、
薬
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
も
な
る
。

結
び
に
代
え
て
ー
残
さ
れ
た
諸
問
題

こ
れ
ま
で
、
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
文
選
訓
の
増
補
と
い
う
こ
と
で
、

観
智
院
本
を
用
い
て
そ
の
具
体
的
状
況
を
検
討
し
て
来
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

改
編
本
に
文
選
訓
の
増
補
の
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
実
態
と
が
、
或
る
程
度
ま
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

さ
て
、
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

‖
　
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
文
選
訓
（
熟
字
訓
）
が
、
原
則
と
し
て
文

選
琵
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

H
㈲
　
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
文
選
訓
（
竺
字
訓
）
は
、
直
接
に
は
如
何

な
る
資
料
か
ら
採
ら
れ
た
の
か
。

㈹
　
原
撰
本
に
お
い
て
文
選
か
ら
多
く
の
訓
が
採
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
何
故

に
改
編
本
に
お
い
て
更
に
文
選
訓
が
追
加
し
て
取
入
れ
ら
れ
た
の
か
。

目
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
、
文
選
に
限
ら
な
い
種
々
の
資
料
に
お
け
る
文
選

議
の
訓
の
使
用
状
況
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
改
編

本
に
お
い
て
も
、
原
撰
本
に
お
け
る
文
選
読
形
式
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
継

承
さ
れ
て
お
り
・
改
編
本
が
文
選
読
形
式
を
排
し
て
い
る
と
は
言
え
な
（
撃
従

っ
て
、
改
編
本
が
文
選
訓
（
聖
子
訓
）
を
増
補
す
る
の
に
用
い
た
資
料
に
お
い
て
、

文
選
読
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
㈹
の
問
題
と
も
関
わ
っ
て
来
る
。

個
に
つ
い
て
は
、
先
ず
単
純
に
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
の
文
選
点
本
よ
り
直
接

に
採
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
日
の
文
選
読
形
式
に
つ
い
て
の
問
題
も
、

例
え
ば
、
使
用
さ
れ
た
文
選
点
本
に
お
い
て
文
選
議
に
お
け
る
助
詞
「
ト
」

「
ノ
」
が
ヲ
コ
ト
点
で
表
記
さ
れ
て
い
た
と
か
、
或
い
は
文
選
読
の
訓
法
が
殆

ど
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
等
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、

…
狙
詭
打
…
紺
詔
締
結
紺
結
舞
…
増
員
＝

の
内
の
1
1
例
（
表
1
の
通
し
番
号
①
③
⑤
⑥
⑦
㊥
㊥
㊥
㊥
㊥
㊧
）
は
、

（
観
智
院
本
）

⑤
牛
浜
イ
サ
ム
　
　
（
法
上
6
頁
）

鮎
軒
㌫
タ
ル（

法
中
7
7
貢
・
心
部
）

㊥
柿
叉
ア
ク
ナ
フ
　
　
（
法
上
2
0
貢
）

㊥
粗
悠
ィ
。
メ
ク
　
　
（
法
中
9
0
貢
）

（
三
巻
本
色
糞
芋
類
抄
全
例
的
田
本
）

牛
漠
イ
サ
ム
　
　
（
上
1
4
ウ
・
イ
畳
字
）

れ

マ

？

V

惨
締
結
髭
ダ
リ
（
上
2
2
オ
・
ハ
動
物
）

（
文
選
の
用
例
で
は
龍
の
形
状
）

ハ

イ

カ

イ

柿
叉
　
　
　
　
（
下
4
0
オ
・
ア
畳
字
）

（
二
巻
本
（
永
禄
本
）
に
「
7
ク
ナ
フ
」
と
鼠
打
ノ
）

楓
悠
ィ
。
メ
タ
　
（
上
1
4
オ
・
イ
畳
字
）

公
「
回
調
香
の
文
選
諸
本
は
「
ヒ
ロ
旦
）
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の
よ
う
に
、
同
一
の
訓
か
近
似
の
訓
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
選
訓
に
限
ら
ず
、

観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
お
い
て
増
補
さ
れ
て
い
る
執
学
訓
に
は
概
し
て
三

巻
本
色
葉
字
類
抄
と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
事
を
考
え
る
と
、
改
編
本

に
お
け
る
増
補
の
文
選
訓
（
竺
字
訓
）
は
、
色
英
字
類
抄
の
如
き
他
の
辞
書
類
か

ら
間
接
的
に
取
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
日

の
問
題
も
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
・
し
か
し
、
真
相
の
究
明
は
今
後
の
検
討
に

侯
ち
た
い
。
一
方
、
も
し
文
選
点
本
か
ら
直
接
に
採
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
系
統
の
点
本
で
あ
る
の
か
が
ま
た
問
題
と
な
る
。



軸
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
我
が
国
に
お
け
る
文
選
訓
の
受
容
状
況
や
使
用
状

況
と
関
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
も
し
色
薬
字
類
抄
の
よ
う
な
辞
容
か
ら

増
補
さ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
文
選
訓
に
限
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
問
題
は
ま
た
別
と
な
る
。

以
上
の
‖
～
柚
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
明
確
な
こ
と
は
言
い
難

く
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
今
回
の
熟
字
訓
に
つ
い
て
の
検
討

結
果
を
基
に
、
今
後
単
字
訓
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
っ
て
ゆ
き
た
い
。

（
4
）
　
巻
廿
六
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

（
一
一
七
七
）

旧
本
云
／
安
元
三
年
三
月
五
日
以
文
童
博
士
敦
周
朝
臣
家
本
移

（
一
四
二
二
）

点
校
合
畢
／
正
五
位
下
行
助
教
中
原
朝
臣
師
直
／
應
永
廿
九
菊

月
十
一
日
常
点
畢
　
鼎
子
誌
之

（
5
）
　
巻
一
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

（
一
二
八
円
）

本
云
／
弘
安
八
年
六
月
廿
五
日
以
菅
江
両
家
歪
本
校
合
書
寓
了

（
一
二
五
二
）

／
散
位
藤
原
相
房
／
正
應
五
年
五
月
九
日
貼
了
（
中
・
篇
）
散
位
藤

一
二
二
」
ハ

長
英
／
置
慶
五

）

年
二
月
十
四
日
吉
寓
了
　
散
位
藤
原
師
英
／
翌

（折）

注（
1
）

築
島
裕
博
士
は
、
「
訓
読
史
上
の
図
書
寮
本
類
策
名
義
抄
」
（
国

語
学
第
三
十
七
棺
、
昭
3
4
・
4
／
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ

き
て
の
研
究
」
所
収
）
に
お
い
て
、
図
書
寮
本
を
漢
文
訓
読
史
上
に

位
置
付
け
る
立
場
か
ら
、
同
本
の
和
訓
の
漢
籍
と
の
関
係
に
つ
い
て

説
か
れ
た
。

（
2
）
　
中
村
宗
彦
氏
は
、
「
文
選
訓
よ
り
見
た
る
類
粍
名
義
抄
」
（
大
谷

女
子
大
国
文
節
五
号
、
昭
5
0
・
5
）
に
お
い
て
、
文
選
と
図
番
寮
本

・
観
智
院
本
と
の
和
訓
の
比
較
を
数
法
的
に
行
っ
て
お
ら
れ
る
が
、

個
々
の
和
訓
に
即
し
た
、
改
編
本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
文
選
訓
と

い
う
視
点
に
よ
る
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
　
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
と
の
和
訓
の
比
較
を
、
単
字
訓
、
熟
字
訓

の
別
に
「
水
部
」
に
つ
い
て
数
杭
的
に
行
う
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
単
字
訓
）
　
（
熟
字
訓
）

両
本
に
見
ら
れ
る
も
の
　
…
…
…

図
書
寮
本
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の

観
智
院
本
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の

約1035　9　271

朝
焉
朱
墨
雨
鮨
組
物
了
　
師
英

（
6
）
　
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
七
輯
（
昭
5
9
・
5
）
に
、
影
印
と
山
崎

誠
氏
の
解
説
が
あ
る
。

（
7
）
　
史
記
司
馬
相
如
伝
に
お
け
る
「
柿
又
」
は
、
書
陵
部
蔵
史
記
永
正

点
で
は
字
音
読
で
あ
る
。

（
8
）
　
熟
字
訓
の
み
で
見
た
場
合
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
に
は
新
撰
字

鏡
の
訓
が
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
蓮
成
院
本
に
は
、
一
部
の
例

外
を
除
き
そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
等
の
状
況
が
あ
る
。

（
9
）
　
蓮
成
院
本
、
高
山
寺
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
観
智
院
本
の
み
に
見
ら

れ
る
熟
字
訓
に
は
、

（
観
）
取
次
ミ
ク
リ
ス
シ
〈
仏
中
・
耳
些
…
‥
（
蓮
）
（
高
）
な
し

（
観
）
取
次
ミ
タ
リ
カ
バ
シ
（
仰
中
・
欠
郎
）
…
・
（
蓮
）
取
次
ミ
タ
リ
カ
バ
シ

（
観
）
取
次
ミ
タ
リ
カ
バ
シ
〈
仰
1
1
・
文
学
…
∴
蓮
）
取
次
ミ
ダ
リ
カ
バ
シ

（
観
、
蓮
、
高
は
夫
々
観
智
院
本
、
蓮
成
院
本
、
高
山
寺
本
）

に
お
け
る
耳
部
の
「
取
次
ミ
タ
リ
カ
バ
シ
」
の
よ
う
に
、
同
本
独
自
の
重

出
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
腰
も
存
す
る
。

（
1
0
）
　
正
確
に
は
「
観
智
院
本
「
法
上
」
「
法
中
」
に
見
ら
れ
る
、
改
編
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本
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
文
選
訓
（
聖
子
訓
）
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る

が
、
便
宜
上
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
、
以
下
も
こ
れ
に
従
う
。

ト

コ

エ

ス

ク

レ

て

（
1
1
）
　
九
条
家
本
文
選
南
北
朝
点
巻
一
に
、
「
卓
－
礫
　
　
　
　
」
と
見

替
T
，
，
・
刀
角
k

え
、
傍
注
「
壁
書
」
の
「
‡
」
は
「
招
」
の
省
文
で
「
招
本
」
を
表

す
。

ト

タ

カ

グ

サ

カ

シ

キ

ア

リ

　

タ

カ

ク

サ

カ

シ

（
1
2
）
　
例
え
ば
、
巻
一
の
「
鴨
－
暁
　
　
　
」
「
峰
1
嘆
」
（
共
に
「
ト

タ
カ
ク
サ
カ
シ
」
と
し
て
図
番
寮
本
、
観
智
院
本
に
あ
り
）
に
対
し

ト

タ

カ

ク

サ

カ

シ

ク

y

　

　

ト

タ

カ

タ

叶

カ

シ

　

ト

タ

カ

タ

サ

カ

シ

て
、
巻
二
に
「
雀
－
膵
　
　
　
」
「
山
及
－
蝶
」
「
晩
－
嘘
」
等
（
い

ず
れ
も
類
衆
名
義
抄
に
な
し
）
が
出
現
す
る
な
ど
、
巻
二
以
降
、
類

型
的
な
訓
が
頻
出
す
る
こ
と
も
、
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

（
1
3
）
　
図
書
寮
本
に
お
け
る
文
選
出
典
の
和
訓
は
、
単
字
訓
に
つ
い
て
も

観
智
院
本
に
極
め
て
良
く
採
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
改
編
本
が
原
接
木

を
増
補
し
て
成
立
し
て
い
る
以
上
こ
れ
は
当
然
の
事
に
よ
う
に
思
え

る
が
、
図
吾
寮
本
の
古
語
拾
遺
出
典
の
和
訓
（
1
3
例
）
は
、
1
例
の

例
外
を
除
骨
ば
、
観
智
院
本
に
は
統
一
的
に
採
ら
れ
て
い
な
い
。

（
1
4
）
　
観
智
院
本
、
達
成
院
本
、
高
山
寺
本
の
改
編
本
三
本
の
内
、
高
山

寺
本
の
み
は
、

（
観
智
院
本
仏
上
・
十
郎
）
（
蓮
成
院
本
）
不
平
ト
ナ
ソ
マ
シ
ケ
ナ
リ

（
高
山
寺
本
）
不
平
ナ
ツ
マ
シ
ケ
ナ
リ

の
如
く
、
文
選
読
の
訓
を
一
般
の
訓
に
改
変
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
他
′
の
二
本
に
こ
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
、

改
編
本
の
中
で
も
高
山
寺
本
独
自
の
二
次
的
な
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
こ
の
「
文
選
訓
」
の
認
定
は
、
〓
」
で
述
べ
た
、
観
智
院
本
「
法

上
」
「
法
中
」
に
お
け
る
増
加
訓
の
場
合
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
。

（
1
6
）
　
和
名
類
策
抄
に
文
選
師
説
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
原

（17）

（18）（19）（20）

撰
本
の
和
名
類
罷
抄
出
典
の
訓
に
拠
っ
て
い
る
可
穂
性
を
考
慮
し
て

除
外
し
た
。
但
し
、
図
書
寮
本
に
は
、
季
綱
切
恕
（
出
典
表
示
「
季

云
」
）
に
拠
る
文
選
師
説
の
訓
も
見
ら
れ
（
熟
字
訓
は
3
例
）
、
こ

の
1
2
1
例
中
に
季
綱
切
出
の
文
選
師
説
の
訓
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性

は
残
る
。

仮
名
迫
の
誤
り
、
明
ら
か
な
誤
写
は
訂
正
し
て
掲
げ
る
。
ま
た
、

「
y
L
「
年
」
は
夫
々
「
シ
テ
」
「
モ
ノ
」
に
表
記
す
る
。

猿
投
神
社
蔵
弘
安
本
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

ア

ヘ

タ

マ

フ

こ

と

　

　

　

　

　

ク

ワ

ラ

ン

ノ

ス

．

饗
賜
　
　
／
　
和
－
空
の

ノ
ヘ注

（
1
4
）
を
参
照
。

前
田
本
を
用
い
る
が
、
前
田
本
の
欠
損
部
分
（
中
巻
、
下
巻
の
一

部
）
は
黒
川
本
を
用
い
る
。

－
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
－
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（
附
記
）

本
稿
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
で

の
口
頭
発
表
を
基
に
績
め
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿
に
当
h
ソ
、
小
林
芳
規
先
生
、

室
山
敏
昭
先
生
に
は
終
始
適
切
な
御
指
導
を
賜
り
、
佐
々
木
岐
先
生
、
菅
原

範
夫
氏
、
金
子
彰
氏
、
鈴
木
恵
氏
、
松
本
光
隆
氏
、
原
卓
志
氏
に
は
折
に
触

れ
懇
切
な
御
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。




